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郵　便　
は　が　

き

先
日
、
市
内
で
開
催
さ
れ
た
東

日
本
大
震
災
の
報
道
写
真
パ

ネ
ル
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
冷
た

い
風
の
吹
く
夕
方
で
、
心
も
寒
く
な

り
そ
う
で
し
た
。
そ
こ
へ
、
ス
タ
ッ

フ
の
女
性
が「
お
寒
い
と
こ
ろ
、
よ

う
こ
そ
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
茶
を
ど
う
ぞ
」と
熱
い
お
茶
を
一

杯
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ほ
ん
の
お
茶
一
杯
の
こ
と
で
す
が
、

カ
ッ
プ
を
持
つ
手
も
心
も
温
か
く
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
ま
っ
つ
う
・
60
歳
女
性
）

◆

　

会
場
ま
で
の
道
中
、
冷
た
い
風
を

浴
び
て
心
ま
で
寒
く
な
り
そ
う
だ
っ

た
こ
と
も
、
ス
タ
ッ
フ
の〝
お
茶
一

杯
〟の
心
遣
い
で
、
救
わ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
思
い
や
り
の
気
持
ち

が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
心
ま
で
温

か
く
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

水
引
小
学
校
近
く
の
古
い
民
家

に
小
じ
ん
ま
り
し
た
お
食
事

処
が
開
店
し
た
。
そ
こ
の
屋
敷
内
に

桜
の
大
木
が
あ
る
。
地
上
７
ｍ
の
所

に
、
高
さ
30
㎝
の
マ
ン
リ
ョ
ウ
一
枝

が
宿
り
木
し
て
、
真
っ
赤
な
実
を

い
っ
ぱ
い
つ
け
て
い
る
。
今
年
は
ヒ

ヨ
ド
リ
も
来
な
く
て
幸
い
。
そ
こ
か

ら
１
ｍ
離
れ
た
所
に
椿
が
一
輪
咲
き
、

見
合
い
し
て
い
る
よ
う
だ
。「
椿
が

葉
の
上
に
花
を
つ
け
る
年
は
小
雪
」

と
い
う
気
象
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
小

鳥
や
雪
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
今

年
の
こ
の
光
景
、
絵
に
も
歌
に
も
な

る
。
い
つ
ま
で
も
そ
っ
と
し
て
お
き

た
い
。

（
草
水
の
ド
ン
ガ
メ
・
76
歳
男
性
）

◆

　

一
枝
の
マ
ン
リ
ョ
ウ
と
、
一
輪
の

椿
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
人
知
れ
ず
け

な
げ
に
生
き
る
姿
に
は
、
私
た
ち
も

共
感
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
無

事
に
実
を
つ
け
、
花
を
咲
か
す
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

冷
た
い
雨
の
降
る
12
月
の
朝
。

初
め
て
子
ど
も
を
車
で
高
校

ま
で
送
っ
た
。
道
す
が
ら
、
驚
い
た
。

学
校
ま
で
５
キ
ロ
ほ
ど
で
、
２
つ
の

小
学
校
区
を
通
る
の
だ
が
、
交
差
点

や
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
小

学
生
の
登
校
を
見
守
る
人
た
ち
が

立
っ
て
い
た
の
だ
。
合
わ
せ
た
ら
20

人
近
く
は
お
ら
れ
た
と
思
う
。
地
域

の
見
守
り
隊
や
保
護
者
の
方
々
で
あ

る
と
思
う
。
自
分
の
子
ど
も
た
ち
も
、

こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
た
ち
に
見
守

ら
れ
て
登
校
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
日
の
帰
り
道
、

心
の
中
で
お
礼
を
言
っ
た
。

　
（
も
と
小
学
生
の
保
護
者

・
50
歳
女
性
）

◆

　

私
も
毎
朝
通
勤
途
中
で
目
に
す
る

方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
は
、
雨
の
日

も
風
の
日
も
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

の
日
に
は
必
ず
そ
の
場
所
に
立
っ
て
、

通
学
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
生
懸
命
な
姿
に
は
、
本
当
に

頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
話
題
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

広
報
室
で
は
、
お
便
り
、
絵
手
紙
、

写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
で

紹
介
し
た
い
・
伝
え
た
い
・
心
温
ま

る
話
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
に
つ
い
て
】＝

▼
お
便
り
＝
字
数
２
０
０
字
程
度

▼
絵
手
紙
・
写
真
＝
題
名
を
記
入

＊�

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム（
記
入
が

無
い
場
合
は
、
実
名
で
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）を
記
入
の
上
、

広
報
室
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

文
章
は
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊�

投
稿
は
、
は
が
き
・
封
書
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
広
報
室
ま
で

＊�

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
投
稿
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室　

読
者
の
ひ
ろ
ば
係

（
23
）５
１
１
１（
内
線
６
３
２
）

koho@
city.satsum

asendai.lg.jp

お便り
募集

　当コーナーにお便りなどが掲載された
皆さんへ、竹ノート（Ａ５判・非売品）を
プレゼントします。このノートは、中越
パルプ工業（株）川内工場様のご好意によ
るものです。お便りお待ちしています。

竹ノートを
プレゼント

　　　が明けた途端に各地で、大雪や大寒波それにインフル
　　　エンザのニュースをよく目や耳にするようになりまし
た。この寒い時期が学生にとっては大切な受験シーズンです。
受験生の皆さん、あと少しです。風邪などひかないよう体調管
理には十分注意して、万全の態勢で受験を突破してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藏元）

0996（23）5111　   0996（20）5570
0996（22）8115（直通）

0996（37）3111　　0996（37）2252

0996（44）3111　　0996（44）3117

0996（42）1111　　0996（42）0767

0996（55）1111　　0996（55）1021

09969（3）2311　　09969（3）2912

09969（2）0001　　09969（2）1490

09969（7）0311　　09969（7）0753

09969（4）2211　　09969（4）2672

◎表紙の説明

担当者の声

広
報
 薩
摩
川
内
　
N
o.176

平
成
24年

２
月
10日

号

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22

閉庁日および時間外　   0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
　koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173

入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362

祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67

里支所　　　〒896-1192　里町里1922

上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1

下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819

鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10

■広報電話

 　 0120（894）256
＊夜間救急当番医やイベント・防災行政無線の放送
　内容などの情報が電話で確認できます。

■市ホームページ
　http://www.city.satsumasendai.lg.jp

　　　幹線が全線開通し、まもなく１年になるが、先日、甥っ
　　　子にせがまれて、やっと「さくら」に乗ることとなった。
鹿児島中央駅でパシャ（撮影）をしていると、たまたま通りか
かった親切なＪＲ職員さんからも、おもてなし（新幹線の写真
をいただき）を受け、幼児ながらにご満喫。単に川内̶鹿児島
中央間を往復しただけの旅であったが、その日はずっと喜ん
でいたようだ。もしかしたら、将来の「鉄男君」（鉄道ファン）の
誕生か？きっと川内駅の利用率にも貢献することになるだろ
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（坂下）

新

年

　平成21年にユネスコ無形文化遺産に登録された｢甑島のトシド
ン｣の様子。高い鼻と耳元まで張り裂けた口、鋭い目をした｢トシド
ン｣は、毎年大晦日の夜、子どもがいる家々を訪れる来訪神。鐘や鈴
を鳴らして天から降りてくるといわれています。
　屋外から｢おるか、おるか、○○はおるか。来て障子を開けー。｣と
言って家の中に入り、子どもを威嚇したり、いたずらをしないよう
にしかったりします。そして最後に新しく迎える年を良い子であ
るように約束させ、その褒美に丸い大きな餅を与えます。この餅は
年餅と呼ばれ、トシドンからもらうことで無事に年を一つ取るこ
とができるといわれています。

＊音声案内後に内線番号を押してください。

｢おるか～おるか～障子を開け～｣
　　　　　　　　　　　甑島のトシドン

やくしょにコール

東日本大震災の義援金を
　　　　　　　受け付けています

　東日本大震災の被災者に対する義援金箱を市役所本庁（２階
ロビー）・各支所、市社会福祉協議会本所・各支所に設置してい
ます。皆さまのご協力をお願いいたします。なお、１月25日
（水）までに寄せられた義援金額は49,068,332円です。
　また、現在、電話やメールによる義援金詐欺が発生していま
す。義援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　　（23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　　（22）2355
　　　　　　および各支所

本号は、国産竹を原料に製造された竹紙を使用しています。

としもち

い し

　

市
民
病
院
前
の
街
路
樹
に
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ（
市
木
）が
色
付
き
、
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。
寒
い
中
、
凛
と
し

て
い
て
、
見
て
い
る
と
元
気
が
出
て

き
ま
し
た
。

（
陽
く
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
65
歳
女
性
）

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ のお
便
り




